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ご あ い さ つ 

日本教育経営学会第 60回大会実行委員会 

委員長 天笠  茂（千葉大学） 

第６０回日本教育経営学会全国大会の開催に当たり、一言ご挨拶申し上げます。本大

会の準備並びに開催に関わられた多くの関係者、ならびに大会に参集いただきます会員

の皆様に心より感謝申し上げます。 
千葉大学では、第４９回の大会（２００９年）をお引き受けし、このたび６０回とい

う記念すべき大会を開催できることは、誠に意義深く喜びに堪えず、皆様をお招きすべ

くここまで準備を積み重ねてまいりました。 
しかし、新型コロナウイルス感染の拡大にともない、すでにご案内の通り、当初予定

しておりました５月末の開催については延期の決定のもと、事態の好転を待つ状況にあ

ります。 
そのような困難な状況ではありますが、ここに要旨集録をお届けいたします。若手研

究者のための研究フォーラム、ラウンドテーブル、課題研究、実践研究フォーラム、自

由研究発表、シンポジウムなどに関わる要旨であり、それらはいずれもが教育経営研究

の発展に寄与するものであります。今後、この要旨集録は、日本教育経営学会の大会の

長い歴史を断つことなく次に繋いだものとして、位置づけられていくことになると考え

ております。 
会員の皆様におかれましては、千葉大学のキャンパスにおいて、この要旨集録を手に

一同に会する日が訪れますことを願い、挨拶といたします。 

2020年 5月 29日 
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大会日程 
1日目  
8：45～9：00 会長挨拶 
9：25～12：00 

 

 

自由研究発表 1 
自由研究発表 2 
自由研究発表 3 

12：00～13：00 昼食 
13：30～16：30 シンポジウム 
16：45～17：45 若手研究者のための研究フォーラム 
16：45～17：45 ラウンドテーブル 
18：00～20：00 オンライン懇親会 

 
2日目  
9：25～12：00 自由研究発表 4 

自由研究発表 5 
自由研究発表 6 

12：00～13：00 昼食 
13：00～16：00 課題研究 
13：00～16：00 実践研究フォーラム 

 

 
シンポジウム打ち合わせ    ※打ち合わせ会場は別途お知らせ致します。 
課題研究打ち合わせ      ※打ち合わせ会場は別途お知らせ致します。 
実践研究フォーラム打ち合わせ ※打ち合わせ会場は別途お知らせ致します。 
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自由研究発表要領 

１．発表時間 
 自由研究発表の時間は、以下の通りです。 
(1) 発表者が１名の場合：発表時間 20分＋質疑 5分（計 25分） 
(2) 発表者が複数の場合：発表時間 40分＋質疑 10分（計 50分） 
(3) 共同討議の時間は 25分です。 
※ 共同研究の場合にはプログラムのお名前に〇印を付した方が口頭発表者になります。 
※  進行にあたって、司会の先生方には事前に「司会者マニュアル（  http://jasea.jp/wp-

content/uploads/2020/12/manual_2.pdf ）」をご確認下さいますようお願い申し上げます。 

 

２．発表機材 
今大会は Zoomでの開催となります。 
自由研究発表を予定している方は、事前に「発表者マニュアル（  http://jasea.jp/wp-

content/uploads/2020/12/manual_3.pdf ）」をご確認頂き、指定された方法での発表をお願い致します。 
 

３．発表資料 
発表資料を配布予定の方は、各発表の開始時にチャット欄を通じての配布をお願い致します。 
また、事前に「発表者マニュアル（ http://jasea.jp/wp-content/uploads/2020/12/manual_3.pdf ）」をご確
認頂き、指定されたタイミング・方法での配布をお願い致します。 
 

４．発表の取り止め等、その他 
 万一、お申込いただいた発表を取り止める場合は、必ず事前に大会実行委員会の下記ヘルプデスク

までご連絡ください。発表者が欠席の場合は、発表時間の繰り上げはせず、質疑・休憩の時間に割り

当てます。 
 なお、発表者は、指定発表開始時間にかかわらず、分科会開始時刻の 15分前までにご入室くださ
い。確認、質問事項がありましたら、下記ヘルプデスクまでお問い合わせください。 

 
ヘルプデスク（発表の取り止め／技術的なお問合せ） 
・メール：jasea2020chiba@gmail.com 
・電話：0242－23－7027（会津大学短期大学部・櫻井研究室） 
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1日目 8：45～9：00   

 

会長ごあいさつ 
 
 

日 本 教 育 経 営 学 会  

 会長 佐古 秀一（鳴門教育大学） 
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1日目 9：25～12：00   

自由研究発表 1 
 

司会： 武井 敦史（静岡大学）、 大竹 晋吾（福岡教育大学） 

 
10：15～10：20 司会挨拶 

 

10：20～10：45 学校改善の効果に関する研究 

村上 正昭（放送大学大学院生） 
10：45～11：35 情報共有による小学校の教職員の関係性向上に関する研究 

－対話型組織開発の視点を踏まえて－ 

○小澤 浩太郎（大田原市立西原小学校） 
○小野瀬 善行（宇都宮大学） 

11：35～12：00 共同討議 
 

 
・当日発表なし 
専門性に基づく「チームとしての学校」体制構築のための一方策 

―教員と学校事務職員の連携・協働の礎となる「リソース・マネージャー」の育成― 

永島  誠（埼玉県立春日部東高等学校） 
 
・当日発表なし 
いじめ問題を事例にした多義性のマネジメント論に基づく学校の危機管理に関する考察 

田中 直哉（石川県立小松特別支援学校・広島大学大学院生）
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1日目 9：25～12：00  

自由研究発表 2 
 

司会： 南部 初世（名古屋大学）、 藤村 祐子（滋賀大学） 

 
9：50～9：55 司会挨拶 

 

9：55～10：45 校長のリーダーシップ発揮を促進する制度的・組織的条件の解明と日

本の改革デザイン（2） 

―校長のリーダーシップ実践と規定要因― 

○諏訪 英広（川崎医療福祉大学） 
○朝倉 雅史（早稲田大学） 
○髙野 貴大（独立行政法人教職員支援機構） 
安藤 知子（上越教育大学） 
織田 泰幸（三重大学） 
加藤 崇英（茨城大学） 
川上 泰彦（兵庫教育大学） 
北神 正行（国士舘大学） 
佐古 秀一（鳴門教育大学） 
髙谷 哲也（鹿児島大学） 
浜田 博文（筑波大学） 

10：45～11：35 校長職の Journeyに関する米・英・NZ・豪州の事例検討 

―校長職任用以前に professional developmentがいかに図られている

か― 

○髙妻 紳二郎（福岡大学） 
○植田みどり（国立教育政策研究所） 
○大野 裕己（滋賀大学） 
○高橋  望（群馬大学） 
○照屋 翔大（茨城大学） 
山下 晃一（神戸大学） 
浜田 博文（筑波大学） 

11：35～12：00 共同討議 
 

 
・当日発表なし 
小・中学校における校長のリーダーシップ行動の特徴 

－校長へのアンケート調査を踏まえて 

西川  潔（関西福祉科学大学） 
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1日目 9：25～12：00   

自由研究発表 3 
 

司会： 石井 拓児（名古屋大学）、 武井 哲郎（立命館大学） 

 
9：50～9：55 司会挨拶 

 

9：55～10：20 地方小都市における学校と地域の連携施策と住民による認識の実態 

―茨城県Ａ市の事例分析― 

木下  豪（筑波大学大学院生） 
10：20～10：45 災害経験の継承を目的とした教育課程の編成・実施に関する研究（2） 

－東日本大震災後の「ふるさと創造学」構築プロセスの事例分析－ 

吉田 尚史（独立行政法人教職員支援機構） 
10：45～11：10 共同討議 

 
 
・当日発表なし 
S.ランソンの「学習するコミュニティ」論に関する一考察 

―コミュニティ・スクールの理論的基盤の検討― 

大空 秀文（広島大学大学院生） 
 
・当日発表なし 
普通科高校におけるプロジェクト型インターンシップの有効性 

－計量テキスト分析を用いた自由記述回答の検討 

中井 咲貴子（追手門学院大学） 
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1日目 13：30～16：30  

シンポジウム 

ウイズコロナ、ポストコロナの教育経営 

 
・課題設定の理由 
 ウイズコロナ、ポストコロナの時代に向けて「知」の在り方が問われている。パンデ

ミックに「知」をもっていかに立ち向かうか。私ども一人一人に突き付けられた課題で

ある。 
２０２０年、新型コロナ感染症の拡大にともない、われわれは、これまでとは異なる

環境に自らを置き未知の体験に迫られることなった。その過程で認識を迫られることに

なった一つにコロナウイルスの“毒性”がある。人々の生命に危機をもたらすのみなら

ず、システムやマネジメントの劣化や機能不全を引き起こし、社会の分断や崩壊をもた

らす“毒性”。これをどうとらえ、いかに向き合っていくかが問われた。 
 新型コロナ感染症は、教育をめぐるシステムやマネジメントに何をもたらしたのか。

また、これから何を引き起こそうとしているのか。改めて、これまでを振り返り、事の

ありようを突き詰めていくことが取るべき立場ということになる。 
千葉県の場合、事の始まりは次のようであった。２０２０年２月２１日（金）千葉市

内の中学校教員の感染が判明。同夜、当該校の生徒などに向けて外出の自粛、土曜、及

び、連休の３日間をはさむ２５（火）・２６（水）の休校が伝えられた。千葉県の教育関

係者にとってコロナ感染が身近に迫ってきたことを実感させる一幕であった。 
また、市川市においては、２月２５日（火）県内で感染者のうち３人が市内スポーツ

ジムの利用者であったことが、さらに、同施設を市内学校の教職員４名が利用していた

ことが明らかとなり、市内の小中学校などすべてを２月２８日から３月１２日まで臨時

休業とするとして、２７日（木）午前、村越祐民市長より公表された。同日夕刻、安倍首

相による「全国一律」の小・中・高の一斉休校の要請に先立つ動きであった。 
一方、学校においては、休校の長期化にともない、学習保障をめぐって試行錯誤が繰

り広げられ、様々な教材・教具の開発が促されることになった。千葉大学教育学部附属

小学校もその一つであり、同校は ICTの利用に活路を求めてオンラインによる授業と学
習を成り立たせる取り組みを進めた。 
これら動きについて、研究の立場から、また、実践の立場から、何が読み取れ、何が

言えるのか。感染拡大防止と諸々の社会的活動の両立が問われるなかにあって、これか

らの教育に関わるシステムやマネジメントはどうあるのか。ウイズコロナ、ポストコロ

ナの時代における教育経営をめぐり、その在り方を探りビジョンを描いてみたい。 
 
＜シンポジスト＞（敬称略） 
田中 庸惠（千葉県市川市教育長）  
大木 圭（千葉大学教育学部附属小学校副校長） 
佐藤 博志（筑波大学）                
水本 徳明（同志社女子大学）             

＜司会＞ 
天笠 茂（千葉大学） 
元兼 正浩（九州大学大学院） 
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1日目 16：45～17：45  

若手研究者のための研究フォーラム 

若手研究者が考える教育経営学への期待と問い 

－教育経営学の知的蓄積をどう継承し、いかに刷新していくか－ 

 
【趣旨説明】 

若手研究者のための研究フォーラム（前身「若手研究者のためのラウンドテーブル」）

は、これまで、近年の本学会や他学会の動向を視野に入れつつ、若手研究者を取り巻く

研究環境に関する検討や、若手から見た教育経営学における新たな研究課題および方法

の探索などを重ねてきた。今期は、こうした蓄積を踏まえ、また、その発展を期して、

若手研究者が教育経営学の知的蓄積をどう継承し、いかに刷新していくかをテーマに、

探究を進めていきたい。今後２年間の大会時には、次の２点を軸に議論していく。 

第一に、従来の知的蓄積といかに対話・格闘する／してきたかを題材に、教育経営学

の課題と展望について検討することである。若手研究者のなかで教育経営学を語るため

の「共通言語」が乏しくなりつつあること等の課題を念頭に、知的蓄積との接続・刷新

に向けた論点や課題の抽出・共有を目指したい。 

第二に、若手研究者のなかの〈教育経営学〉像、すなわち自身の関わり方をも含めた

教育経営学への意識の持ち方について意見交換することである。学会において若手研究

者が集うことの意味・意義を踏まえ、教育経営学の課題や魅力について再発見する場と

していきたい。 

以上を通じて、若手研究者から教育経営学への期待と問いを発信し、学会の未来を見

据えながら、先行世代との対話につなげていくことを目指す。 

今年度は２名の若手研究者の話題提供を予定している。山本からは教育経営学におい

て認識論（ものの見方・考え方）を問うことの意義や客観主義的な認識論を乗り越えて

いくための方向性について、田中会員からは教育経営学が「何ができるのか」という実

践論だけでなく「そもそも、何と闘ってきたか」について、それぞれ報告する。話題提

供後はフロアを交えて意見交換を行う。 

なお、今期は若手ネットワーク担当の末松裕基（東京学芸大学）に加えて、世話人を

榎景子（長崎大学）と山本遼（大分大学）が担当することとなった。 
 
【話題提供者】 

１．教育経営学における認識論に関する議論の展開と今後の方向性 

山本遼（大分大学） 

２．教育経営学の「知の蓄積」と「知の継承」への一検討  

－これまでの教育経営学「知」の分類認識と若手研究者から見た課題と発展－ 

田中真秀（大阪教育大学） 

【司会】榎景子（長崎大学）、末松裕基（東京学芸大学） 

（企画・文責：榎景子、山本遼）  
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1日目 16：45～17：45  

ラウンドテーブル 
 

「実践研究」の評価基準についての探究 

 

 2019年度における「実践研究の方法論」について議論を踏まえ，2020年度は「実践研
究の評価基準」について検討する。検討材料として，本学会の近接分野の動向，米国を
はじめとする海外動向についての資料・情報を提供する。 
実践研究の「定義」「評価基準」問題は，戦中戦後創設の方法系学会（日本教育学会1941，
日本教育社会学会 1950，日本教育行政学会 1967，日本教育法学会 1970）では関心が薄
い。ただし，日本教育心理学会 1952では，原著に「実践研究」のカテゴリーを置いてい
る。日本教育経営学会 1958も，「教育経営の実践事例」を設定し，「特色ある教育経営の
実践事例を紹介・分析する論文を掲載することを目的」とすることが投稿規定に明記さ
れている。 
 その後，1990年頃から対象系学会（日本教育工学会 1984，日本カリキュラム学会 1990，
日本教育制度学会 1993，日本教育政策学会 1993，日本生徒指導学会 2000，学校心理学会
2003）の新設がはじまる。大学数・大学生数の増加，教育学研究科設置ブーム（愛媛大
学は 1993年）による研究者人口の増加と研究活動・業績蓄積の機会の需要が背景にある
と考えられる。各学会紀要には，日本教育工学会（教育実践研究論文・資料・ショート
レター），日本カリキュラム学会（実践研究論文），日本特別活動学会（実践ノート），日
本生徒指導学会（実践研究報告），日本学校心理学会（実践研究・実践報告・ショートレ
ポート）の投稿カテゴリーが用意されている。 
 さらに，2010年以降に対象系新興学会（日本教育事務学会 2013，スクールコンプライ
アンス学会 2013，日本学校改善学会 2018，日本学級経営学会 2019）が創設されている。
これらの学会の特徴は，実践者による「実践研究」が主流となっている点である。教職
大学院の設置・拡充を受け，大学教員の質の転換が求められる時代の現象であろう。こ
れらの学会は，実践研究の定義と評価論に真正面から挑戦している。 
 それでは，海外はどのようになっているのであろうか。米国において Educational 
Administration に近接するジャーナル（American Educational Research Journal，
Educational Administration Quarterly, Journal of School Leadership, School 
Effectiveness and School Improvement等）を見ても，学術研究と実践研究のような区
分は見当たらない。いずれの研究論文も，AERA投稿要件である目的，理論フレーム，方
法，データリソース・エビデンス・資料，分析結果と考察，研究の科学的・学術的意義が
フォーマットであり，評価基準となっている。 
  実践研究の定義・評価基準問題の検討において有効な手がかりとなるのは，これらの
海外ジャーナルではなく，大学院における Ed.D 評価基準であると我々は考えている。
Ed.D評価基準に関する情報を参加者で検討することにより，主題についての議論を深め
たい。 
 

話題提供者： 
露口 健司（愛媛大学） 
倉本 哲男（横浜国立大学） 
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1日目 18：00～20：00  

オンライン懇親会 
 
・Zoom でのオンライン懇親会を開催致します。詳しくは、「参加者マニュアル

（ http://jasea.jp/wp-content/uploads/2020/12/manual_1.pdf ）」をご確認下さい。 
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2 日目 9：25～12：00  

自由研究発表 4 
 

司会： 元兼 正浩（九州大学）、 柴田 聡史（琉球大学） 

 
9：25～9：30 司会挨拶 

 
9：30～10：20 教育経営と学校改善に関する国際比較研究 

―アメリカ、イギリス、オーストラリア、ニュージーランド― 

○佐藤 博志（筑波大学） 
○植田みどり（国立教育政策研究所） 
○末冨  芳（日本大学） 
○高橋  望（群馬大学） 
○照屋 翔大（茨城大学） 
○西野 倫世（大阪産業大学） 
貞広 斎子（千葉大学） 

10：20～10：45 韓国における校長公募制の展開と実態に関する研究 

張  信愛（関東学園大学） 
10：45～11：10 授業研究とプロフェッショナル・キャピタルの関連 

－カザフスタン調査を基に－ 

千々布 敏弥（国立教育政策研究所） 
11：10～11：35 ドイツにおける民主主義教育の現状と課題 

柳澤 良明（香川大学） 
11：35～12：00 共同討議 
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2 日目 9：25～12：00  

自由研究発表 5 
 

司会： 勝野 正章（東京大学）、 畑中 大路（長崎大学） 

 
9：25～9：30 司会挨拶 

 
9：30～10：20 スクールリーダー教育者の力量形成に関する考察 

◯曽余田 浩史（広島大学） 
◯金川 舞貴子（岡山大学） 
◯長沼 正義（広島大学院生） 
大空 秀文（広島大学院生） 
◯佐々木 優（広島大学院生） 

10：20～10：45 学校づくりにおける「動的相対主義」のデザイン論的意義の検討 

◯曽余田 順子 
曽余田 浩史（広島大学） 

11：10～11：35 持続的な研究部のリーダーシップ実践 

有井 優太（東京大学大学院生・日本学術振興会特別研究員） 
11：35～12：00 共同討議 

 
 
・当日発表なし 
効果的なファシリテートチームの運営に関する学校組織開発理論の再検討 

岩永 裕次（北九州市立鞘ヶ谷小学校・九州大学大学院修了生）
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2 日目 9：25～12：00  

自由研究発表 6 
 

司会： 山下 晃一（神戸大学）、 川上 泰彦（兵庫教育大学） 

 
9：50～9：55 司会挨拶 

 

9：55～10：20 教職大学院の学修と教育実践の間 

―教員の教育観の変容に着目して― 

菅原  至（上越教育大学） 
10：45～11：35 ベテラン教員の資質向上 

～指標に基づいた，45歳を受講対象とした研修プログラムの開発～ 

○櫻井 良種（茨城県教育研修センター） 
○吾妻 俊昭（茨城県教育研修センター） 

11：35～12：00 共同討議 
 

 
・当日発表なし 
教育実習における学びの成果 ルーブリックの中項目を活用して 

山西 哲也（淑徳大学） 
 
・当日発表なし 
人事異動が教師の成長・発達に与える影響 

―新たな環境への適応プロセスに着目して― 

小杉 進二（九州大学大学院生） 
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2 日目 13：00～16：00   

課題研究 
「実践の学としての教育経営学研究の固有性を問う（２） 

----教育経営学研究の科学としての質を高めるとはどういうことか 

 

 司会 山下 晃一（神戸大学） 
 末松 裕基（東京学芸大学） 
報告者 

畑中大路（長崎大学）「教育経営学における価値不可分性の視点から」 

米沢崇（広島大学）「教育経営学研究によって産出された研究知の参照可能性」 

波多江俊介（熊本学園大学）「教育経営学における再現可能性の問題」 

【課題設定の趣旨】 

今期の研究推進委員会では、①実践の学としての教育経営学の「固有性」を追究する

②教育経営を科学することの妥当性、政治性を見定め、その可能性を模索する③学問的

越境も躊躇わず、近接他領域との関係の中でその「外延」を見極めるという３本の柱を

設定した。初年次にあたる昨年度の名古屋大会では①に関わり、学校経営のリアリティ

把握をめぐって白熱した議論を展開した。 

研究推進委員会の２年目／３年計画では、引き続き①実践の学としての教育経営学の

「固有性」を追究することを中心課題としながらも、特に②に関わりサブタイトルに示

した「教育経営学研究の科学としての質を高めるとはどういうことか」について議論を

深める。学術性は実践性と表裏の関係にあり、実践性を高めるためにも教育経営学研究

の学術性の確立は必要とされてきた。 

ただ、「教育経営学研究の科学としての質」といった場合に、自然科学の装いを身に

纏い何を「再現」したいのか、学問の継承・発展という視点で捉えた場合に学術的な

「参照」は十分なされてきたのか、社会科学の一領域として「価値」中立はありうるの

か、「科学」が有する政治性や自明性を疑い、「科学的」知を有した高みの観察者とはし

ない研究者のありかた、すなわち「当事者性」といった視点でも本課題研究では教育経

営学研究の固有性を追究していくこととしたい。本テーマに関わって３名の委員より報

告するが、あくまで本テーマで闊達に議論するための提案であり、フロアーとともに課

題を深めたい。 

                           （文責：元兼） 

●研究推進委員会（2018年～2021年） 

委員長：元兼正浩（九州大学）副委員長：山下晃一（神戸大学） 委員：臼井智美（大阪教育大

学）・末松裕基（東京学芸大学）・武井哲郎（立命館大学）・波多江俊介（熊本学園大学）・畑中

大路（長崎大学）・米沢 崇（広島大学） 

幹事長：榎景子（長崎大学）事務局幹事：原北祥悟（第一工業大学）・小林昇光（岡山理科大

学）・鄭修娟（九州女子短期大学）・木村栞太（九州共立大学）  
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2 日目 13：00～16：00  

実践研究フォーラム 
 

教職大学院におけるスクールリーダー教育に関する構成原理の検討と 

プログラム開発 2 

―プログラム作成・改定の「拠り所・参照」となり得るものとは？― 

 

・課題設定の趣旨 

第 5期実践推進委員会（以下「本委員会」）は、教職大学院がスクールリーダー（以

下「SL」）教育の中心的役割を担うことが期待されている状況において、「教職大学院に

おける SL教育に関する構成原理の検討とプログラム開発」をミッションとして活動を

始めた。まず、1年目のフォーラムでは、わが国の大学院、特に教職大学院における SL

教育の展開過程（研究と実践）のレビュー、全国教職大学院における SL教育の提供実

態、国内外の SL教育の具体事例に基づき、本委員会が取り組むべき方向性とその内容

等について協議した。 

その後、本委員会では議論を重ね、「ワンベストシステムではなく、今後、新たに教

職大学院を立ち上げる、あるいは現在のプログラムをリニューアルする際の『拠り所・

参照』となり得るもの」を提案するために、2年後のゴールを「各教職大学院の SLプ

ログラム改定にあたっての『SLスタンダード』の開発」と設定した。そして、2年目の

具体的な活動として、3チームを編成し、各教職大学院の SLプログラムのデザイン・

原理の実態（報告 1）、教職大学院と教育委員会の SL教育の実態（報告 2）、他専門職大

学院、特に MBAのリーダー教育の実態（報告 3）に関する調査活動を進めてきた。 

そこで、2年目のフォーラムでは、3つの調査結果の報告に基づき、前記した「SLス

タンダード」のイメージや内容等について、参加者と幅広くディスカッションし、3年

目（最終年）の主活動である「SLスタンダード」の開発に資する示唆を得たい。なお

この時、「本学会として、教育経営学の研究成果を踏まえた SL教育プログラムの構成原

理とその内容は何か？」という軸足に基づくことを意識したフォーラムとしたい。報告

者、司会者は以下の通りである。 

 

報告 1「教職大学院におけるスクールリーダー教育の意義と課題」 

髙谷 哲也（鹿児島大学）・山本 遼（大分大学） 

報告 2「教職大学院と教育委員会のスクールリーダー育成の特質」 

大林 正史（鳴門教育大学） 

報告 3「他専門職大学院（MBA）におけるリーダー教育の実態調査」 

田中 真秀（大阪教育大学） 

 

司会者 浅野 良一（兵庫教育大学） 安藤 知子（上越教育大学） 
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協賛広告一覧（掲載順） 

 

ジアース教育新社 様 

晃洋書房 様 

学事出版 様 

風間書房 様 
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